
 

ＳＫポリコート 
飽和ポリエステル樹脂コーティング 



 粉体塗料・塗装塗膜 

 粉体塗料は固形の微細末でＶＯＣ（揮発性有機化合物）を全く含まず大気汚染の心配もなく無公害・省資源・省

力化等に優れております。特に飽和ポリエステルの樹脂粉体塗膜は、下記の優れた特長を有しているため、海岸

沿いの塩害地域や火山・温泉地帯の酸性地域の厳しい環境での長期防食性能を必要とする、防災製品・ガード

フェンス製品にてライフサイクルコストや環境対策の観点から有利な製品です。 

特 長 

耐塩害性・耐候性 

海岸沿いの厳しい屋外暴露試験で１６年暴露しても塗膜に全くフクレ、ハガレ、ワレ等の発生がありません。 

ブランク     １年間 

塩水噴霧試験            屋外暴露場                       １６年間屋外暴露試験 

飽和ポリエステル 

樹脂コーティング 

ポリエチレン 

樹脂コーティング 

亜鉛めっき 

（550ｇ/㎡）＋焼付塗装 

亜鉛めっき 

（550ｇ/㎡）のみ 

亜鉛・アルミ合金めっき 

（350ｇ/㎡）のみ 

設置後１０年経過     左：クロスカットなし 右：クロスカットあり 

景観性 
景観に配慮した塗装色であるダークブラウン色。 

※その他の色はご相談ください。 

金属との密着性 
密着力：１５ＭＰａ（１５０Kｇｆ／㎠）以上の強固な密着。 

耐衝撃性・耐摩擦性 

無毒・無害で環境ホルモンの問題はなく、環境に優しい 

（注）ＰＨ１２以上の強アルカリ環境下で使用される場合は、ご相談ください。 

耐酸性 

ＰＨ３以下の強酸性環境下で重防食性能を発揮します。１０ｗ/ｖ％（ＰＨ０．５以下） 

溶液に９０日間漬浸漬しても、塗膜にフクレ、ハガレ、ワレ等の欠陥の発生がありません。 

神奈川県産業技術総合研究所 

の分析・試験成績書 

ＳＫ 

クロスクリップ 
ＳＫ 

アンカークリップ 

部品 

メッキ品（一般） メッキ品（一般） ＳＫポリコート ＳＫポリコート 



 飽和ポリエステル樹脂粉体塗装膜の耐用年数 

 飽和ポリエステル樹脂粉体塗装塗膜の塩害地での耐用年数 

（１） 試験片：７０×１５０×３．２ｔ（ＳＳ材）をブラスト処理し粉体塗装（膜厚：約３００μｍ） 

（２） 屋外暴露：海岸沿いの厳しい屋外試験場で１６年間暴露 

（３） 耐用年数：塗膜厚みの減少量は、約５０μｍ／１６年（３．１μｍ／年）であり、塗膜厚みを３００μｍとすれば、 

３００μｍ／３．１μｍ＝９６．８年となり、安全係数を２とすれば、約５０年以上の耐用年数となる。 

亜鉛めっきと飽和ポリエステル塗膜との二重防食による耐用年数 

（１） 試験片：７０×１５０×３．２ｔ（ＨＤＺ５５：５５０ｇ/㎡、７５μｍ）をブラスト処理し粉体塗装（膜厚：約３００μｍ） 

（２） 前提条件：①塩害の厳しい海岸付近（沖縄、北陸等）での亜鉛めっき被膜の減少量（約５μｍ／年）からの耐用 

年数は、７５μｍ／５μｍ／年＝１５年となる。 

              ②海岸沿いでの飽和ポリエステル樹脂紛体塗装塗膜の屋外暴露１６年からの耐用年数を５０年とする。 

（３） 耐用年数：亜鉛めっきに飽和ポリエステル粉体塗装した場合の二重防食の耐用年数は 

 

Ｒtot＝Ｋ（Ｒzn+Ra）  

Ｋ 

Ｒtot  

Rzn  

Ra  

：１．６～２．３ 

：二重防食による耐用年数 

：溶融亜鉛めっきの耐用年数 

：塗装塗膜の耐用年数 

 上記の経験式より二重防食の耐用年数を算出してみるとＲtot＝Ｋ（Rzn+Ra）＝１．６～２．３（１５＋５０）＝１０４～１５０年 

安全係数を２とすると、厳しい塩害地域でも５２年～７５年の耐用年数となる。  

※環境と膜厚により耐用年数は異なります。 

＜文献：溶融亜鉛めっき鋼製塗装マニュアル（発行所：日本鉛亜鉛需要研究会）＞ 

使用できる製品 

 

落石防止柵 ポケット式落石防止網 

（施工事例） 
覆式落石防止網 ロックホールド１００ 

（施工事例） 

ケーブルネット・ＳＫ厚ネット ロープ掛工 鋼製コアラ受圧板＋ 

グラウンドアンカー 

ミニコアラ＋ロックボルト 

塗装可能な部材：金網・ワイヤー（３ｘ７ φ１２・φ１４・φ１６・φ１８）・支柱・小物のボルト（アンカークリップ・Ｕボルト・シャックル関係） 

ガードレール ガードパイプ ガードケーブル 歩道柵 

塗装可能な部材：レール（ビーム）・ワイヤー（３ｘ７ φ１８）・支柱・ブラケット・ボルト類 



  基本特性 

 

 

塗装条件 

 

 
 飽和ポリエステル樹脂の融点は、２３０～２６５℃であるため、加熱炉で被塗物の温度を融点以上に加熱（温度

は被塗物の厚み即ち熱容量により異なる）後、加熱炉より取り出し、素早く流動浸漬又は静電塗装後、被塗物の

熱容量で未溶融の粉体塗料を溶融させた後、水槽で冷水で冷却する。塗装厚みは被塗物が加熱されているた

め、１５０μｍ以下の薄膜は難しいが、厚膜塗装は熱容量のある被塗物では、１０００μｍ位まで十分可能です。

加えて、現在は製網時の厳しい加工にも耐えうる１００μｍ以下の薄膜にも対応可能となっております。 

その他 

 

 
製品詳細・価格・納期については下記支店・営業所にお問合せください。 

ＵＲＬ：h t tp s : //sh i nk oke nz a i . c o . j p  

 ※１ 金網用鉄線にコーティングする場合は、加工性を向上させる為に、１００μｍ以下の薄膜にも対応しております。 
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性能 試験方法

０．５～０．６

１．３２～１．３８ ＡＳＴＭ　Ｄ　７９２

２３０～２６５ ＤＳＣ法

８０～１００

脱脂orブラスト

２７０～３５０×時間

流動浸漬 ２～５

静電塗装 ５～１８０

水冷

１５０～１，０００ ※１

１５以上 ＪＩＳ　Ｋ　５６００　アドヒージョンテスター法

３０ｃｍ合格 ＪＩＳ　Ｋ　５６００　デュポン衝撃

４以下 ＪＩＳ　Ｋ　５６００　

塗装のﾌｸﾚ、ﾊｶﾞﾚ、ﾜﾚなし １０％硫酸用液（２０℃×９０日）

塗装のﾌｸﾚ、ﾊｶﾞﾚ、ﾜﾚなし １０％苛性ソーダ液（２０℃×９０日）

塗装のﾌｸﾚ、ﾊｶﾞﾚ、ﾜﾚなし ＪＩＳ　Ｚ　２３７１　（１年間）

塗装のﾌｸﾚ、ﾊｶﾞﾚ、ﾜﾚなし ＪＨＳ８０８ 試験法×１０８０サイクル

塗装のﾌｸﾚ、ﾊｶﾞﾚ、ﾜﾚなし ５０℃以下

塗装のﾌｸﾚ、ﾊｶﾞﾚ、ﾜﾚなし ＪＩＳ　Ｋ　５４００ サンシャインウェーザーメーター法×10000H

塗装のﾌｸﾚ、ﾊｶﾞﾚ、ﾜﾚなし １６年間 （クロスカット部）

項目

カサ比重（ｇ／㎤）

密度（ｇ／㎤）

融点（℃）

中心粒径（μｍ）

耐塩水噴霧性

塗装時間
(sec)

加熱温度（℃）

冷却

膜厚（μｍ）

付着強度（ＭＰａ）

粉
体
性
能

環
境
性
能

塗
膜
性
能

前処理

耐衝撃性（Ｋｇ-ｃｍ）

耐摩耗性（ｍｇ）

耐酸性

耐アルカリ性

耐温水性

促進耐候性

屋外暴露（海岸地域）

防食性

加
工
条
件

本 社 ・ 工 場 
 

北海道支店 
 

東 北 支 店 
 

東 京 支 店 
 

名古屋支店 
 

大 阪 支 店 
 

九 州 支 店 

〒660-0086 
 

〒060-0004 
 

〒980-0811 
 

〒105-0021 
 

〒450-0002 
 

〒541-0041 
 

〒812-0012 

兵 庫 県 尼 崎 市 丸 島 町 ４ ６ 番 地 
 

札幌市中央区北四条西 5 丁目 1 番 3 号 日本生命北門館ビル  
 

仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 1 丁 目 ２ 番 ２ ５ 号  仙 台 ＮＳ ビ ル 
 

東京都港区東新橋２丁目３番１７号 ＭＯＭＥＮＴＯ SHIODOME  
 

名古屋市中村区名駅４丁目２ 番２８号名古屋 第二埼玉ビル 

 

大 阪 市 中 央 区 北 浜 ２ 丁 目 ６ 番 １ ８ 号  淀 屋 橋 ス ク エ ア  
 

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 中 央 街 １番 １号  新 幹 線 博 多 ビル  

TEL.06-6418-2621   FAX.06-6418-6701 
 

TEL.011-221-6368   FAX.011-222-7180 
 

TEL.022-263-2271   FAX.022-225-5449 
 

TEL.03-5777-2950   FAX.03-5777-2951 
 

TEL.052-533-2757   FAX.052-562-7410 
 

TEL.06-4300-7401  FAX.06-4300-7409 
 

TEL.092-431-8424   FAX.092-474-1857 


